
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校外国語専科として思うこと 丘珠中学校 水谷知子 

 私は、今年度初めて英語の専科として小学校で授業をさせていただくことになりました。これまで、

中学校の英語教員として３５年間、６つの中学校で多くの生徒に英語を教えてきましたが、その中で時

代が変化するとともに、英語学習のあり方も大きく変わってきたことを感じずにはいられませんでした。 

 以前、英語学習といえば、文法知識、語彙力が中心となった英文読解が最優先の学習だったと思います

が、平成２９年の指導要領の改訂で、小学校での英語も教科化され、それと共に英語学習の方向性も受験

英語から、「コミュニケーション力」重視の学習に変わってきたと思います。日本の国の内外にかかわら

ず様々な世界の情報を得るための手段として、また、自分の考えをもって、様々な国の人たちと対話がで

きる、情報交換ができるという本来の語学力としての英語学習が重視されるようになったのだと理解し

ています。 

そんな時代の英語学習で一番大切なことは、「わからないからと諦めないこと」だと私は考えています。

数学や他の教科では、はっきりとした正しい答えや１００％理解することが学習の基本かもしれません

が、英語はもともと聞き慣れない音や見た事もない文字をトレーニングしながら慣れていき、少しずつ

覚えてやっとわかるようになっていくものではないかと思うのです。だから、少しでも理解できないと

「難しいから無理」とか「英語は使わないからいらない」とか投げ出したくなる気持ちはわからないでも

ありませんが、もともとわからなくて当たり前なので、わからないことをはずかしがる必要はありませ

ん。「分からなくて当たり前だけど、とにかく聞いてみよう」という「前向きな姿勢」こそ、実は英語上

達に一番大切なことではないかと思っています。その次は、「とにかく間違えてもいいから話してみよう」

という失敗をおそれない度胸、積極性、挑戦する姿勢だと思っています。一時期流行っていた哲学書で

「嫌われない勇気」という本がありましたが、「失敗を恐れない勇気」が語学の学習には不可欠だと思う

のです。 

とはいえ、「高校入試や大学入試はどうなんですか？」「英語でもっと深い内容を会話するにはどうす

ればいいですか？」と言われれば、残念ながら、もっと知識としての文法や複雑な表現や語彙も多く覚え

ていなければ対処できない現実はあります。小学校では、様々な表現を言えたり、文字を見ながら書ける

と OKですが、中学校の学習では、それを一歩進めて、自分で単語や文を覚えていて言える・書けるとい

うことが要求されます。つまり、たくさん言って覚える、たくさん書いて覚える。そうした努力をしてい

るかどうか、また、実際に使いこなせるかどうかが試されることになりますので、小学校の学習との違い

は確かにあると思います。授業だけではなく、家庭学習での取組も小学校以上に必要になります。 

そんな中学校の学習に備えて、小学生の皆さんには、まずは授業にしっかりと参加して、集中して聞

く、聞いたことをそのまま大きな声で発音してみる、スムーズに言えるようになるまで繰り返し言って

みる、恥ずかしがらずにやってみる、ふざけないなど、一生懸命まじめに取り組む姿勢が大切だと思いま

す。英語の授業は、一種のトレーニングのようなものですから、繰り返し英語に接することで、自然に、

無理なく英語に慣れ親しんでいくことが大切です。また、「英語で話すのは楽しい」「少しでも聞き取れて

嬉しい」といった小さな楽しさをたくさん経験して、英語学習に対するモチベーションも、もち続けてほ

しいと思っています。そんな下地があれば、中学校での学習では、他のどの教科よりも簡単に成果の上が

る教科になり得るということも覚えておいてください。「無理なく楽しく英語学習を進めよう！」をテー

マに、まずは今年１年間、英語専科として頑張っていこうと思います。応援よろしくお願いします！！ 
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【1学期終業式】 ７月２５日（火） 
 全学年５時間授業となります。 
 
【夏季休業（夏休み）】 
７月２６日（水）～ 8月２０日（日） 

 
【２学期始業式】 ８月２１日（月） 
 4時間授業（給食あり）  
下校時刻 １２：５５頃 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月の引落日は５日（水）です。（再引落日は１０
日（月）です。）5 年生の「宿泊学習バス代」「調
理実習代」も合わせて引落になります。ゆうちょ
口座への準備をお願いいたします。 
また、業者の支払いに支障が起きてしまいます

ので、未納のないように御協力ください。よろし
くお願いいたします。 

PTA 事務局より一児童一活動の担当表を配付いたしま
した。今年度も御協力をどうぞよろしくお願いいたしま
す。 
なお、PTA一児童一活動のことで御不明な点がありま

したら、PTA 事務局員か PTA 担当教諭（猪又）まで御
連絡ください。 

 

今年度も水泳学習健康カードへの記入と押印をお願い
いたします。 
また、忘れ物が無いよう水泳道具の準備と記名をお願い

いたします。押印や道具の忘れ物があると学習に参加する
ことができません。また、学校からは、御連絡いたしませ
んので、必ず御確認ください。 

夏休みの課題は、市販のドリル「サマースキル」（徴収
した教材費で購入済み）とクロームブックのドリルパーク
等の併用で行います。そのため、全児童が終業式にクロー
ムブックを持ち帰ります。 
接続や充電等で御不明な点などがありましたら、丘珠小

学校（781-7753）まで御連絡をお願いいたします。 
また、クロームブックは学習のために貸し出しているも

のとなります。使用の仕方を御家庭でも御確認くださいま
すようお願いいたします。 

 8月 25日（金）5校時目に保護者引き取り下校訓練を

実施いたします。災害や事件発生時に児童を安全に下校

させるために、保護者に確実に引き渡す事をねらい、訓

練いたします。詳細は、本日実施要領を配付いたしまし

たので、御確認ください。 

引き取りの時間は、13：20～14：00の予定です。 

保護者引き取り下校訓練について 

ポートランドの高校生と交流 
 7月 11日（火）3・4校時、給食時に札幌と姉妹都市

であるポートランド市から研修にきている高校生 20 名

と交流を行います。 

 高校生が「音楽」「ダンス」「学校生活」等の 10個のテ

ーマについて紹介し、子どもたちと一緒に体験できるよう

な活動を準備してくれています。 

日 曜 行 事
1日 土
2日 日 第１４週

3日 月

ALT

3年タグラグビー出前授業（6校時）

学校図書開館日

4日 火

ALT

4年下水道科学館・水再生プラザ見

学

3年タグラグビー出前授業（5校時）

5日 水

児童委員会⑤

学校徴収金引落日

学校図書開館日

6日 木 SC（９：００～１２：００）

7日 金
ＰＴＡ資源回収

学校図書開館日

8日 土

9日 日 第１５週

10日 月
学校徴収金再引落日

学校図書開館日

11日 火
貸出し図書返却

ポートランドの高校生と交流(全校）

12日 水
６年 修学旅行（1日目）

学校図書開館日

13日 木

６年 修学旅行（2日目）

SC（13：00～16：00）

1年メロディオン講習会（3・4校時）

3.4年外国語ボランティア

ティーチャー来校（3・4校時）

14日 金

６年 振替休業日

4年さつき園交流（3・4校時）

学校図書開館日

15日 土
16日 日 第１６週

17日 月
海の日

18日 火
夏休み図書貸出し（～２１日）

3年西山製麺工場・JRタワー見学

19日 水
クラブ④

学校図書開館日

20日 木

なわとびの日

2年円山動物園見学

SC（13：00～16：00）

21日 金

ALT

学校図書開館日

22日 土
23日 日 第１７週

24日 月

ALT

学校図書開館日

25日 火 １学期終業式（５時間授業）

26日 水 夏季休業

27日 木
28日 金
29日 土
30日 日
31日 月

夏

季

休

業


